
白石市学力向上プロジェクトの取り組み

問学校管理課　☎22-1342

越河小学校
河小学校では、少人数学級のよさを生かし
た学校独自の問題解決型学習「越河スタイ

ル」で学習を進めています。児童が主体となるこ
の学習形態では、１単位時間の流れを「つかむ」「考
える」「学び合う」「まとめる」とし、児童の考え
を授業者が把握し、学び合いの時間に児童一人一
人の考えを引き出すことで、課題解決に向かって
いきます。

　学力の向上には、体力の向上も必要です。11
月には「持久走記録会」を行い、全校児童37人
が越河路を元気に駆け抜けました。沿道には多く
のご家族や地域の方々に駆け付けていただき、声
援の中多くの児童が自己ベストタイムを出す、す
ばらしい走りを見せました。一人一人が目標タイ
ムを設定し、自己ベストを目指し諦めず最後まで
走り切る、清

すが

々
すが

しい表情の越河っ子たちでした。

児童一人一人が主役になる学校をめざして

越越

11_２kmを走り、最後の坂道でラストスパート！
22_自分の考えを一人一人が発表しています
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石第二小学校では、算数科の授業づくりに
力を入れています。本年度は子どもたちの

「進んで考え表現しようとする力」を育てるため、
自分の考えを明確にしたり、友達と考えを伝え合
ったりする活動を重点的に行っています。
　授業の導入場面では、これまでに習ったことを
確認したり、問題文を図や数直線で整理したりす
ることで、課題に対して自分の考えをもつことが

白白
白石第二小学校 「すすんで学びよく考える子」を育てる授業づくり

33_ノートを見合いながら考えを説明し合います
44_テープ図を使い問題の解き方を話し合いました
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できるようにしています。４年「倍の見方」の学
習では、子どもたちがテープ図を活用して答えを
導き、積極的に発表する姿が見られました。
　考えを伝え合う場面では、ホワイトボードや電
子黒板を活用することで、自分と友達の考えを比
べさせています。友達と考えを伝え合う中で、自
分の考えと同じところや違うところに気付かせ、
考えを深めることができるようにしています。
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